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オープンユニバーシティ in 富山大学 2015 実施報告
富山大学地域連携推進機構生涯学習部門
Ⅰ　チャレンジ生涯学習発表会＠富山大学 2015
　学んだことを何かに活かしていくことは、現代の生涯学習にとって重要な課題となっています。
このたびは、「学んだことを形にする」ことを目的として、公開講座・公開授業受講生の学習発表
会を開催しました。発表や質疑を通じて学びの成果を明確化し共有することを目指しました。
　その概要は以下の通りです。
〈呼びかけ〉
　富山大学は昨年、地域の生涯学習の拠点となるべく、「あなたの学びをその先へ〜これから
の学びをワークショップでデザインする〜」という企画を開催しました。
…　その参加者の方々からは、「学ぶだけでなく、それを発表してかたちにしたい」という声が
多くありました。その声に応え、富山大学では、これまでに学んだ内容を発表する「チャレン
ジ生涯学習発表会＠富山大学」を開催することになりました。日々努力し、学んできた成果を
富山大学で語ってみませんか？
　ご参加いただける方は、裏面の参加申込書に必要事項をご記入の上、メール、FAX、郵送
又は窓口にてお申し込みください。もちろん、発表しない方も自由にご参加いただけます。
　皆さまの積極的な応募をお待ちしております！
…
■ 日時：2015 年 10 月 10 日（土）13：00 〜（五福キャンパス大学祭初日）
■ 場所：生涯学習部門第１学習室
■ スケジュール：発表１件につき 10 分〜 15 分＋質疑
■ 参加対象：公開講座、オープンクラス受講生
■ 当日は、構内の駐車場が使用出来ません。公共交通機関をご利用下さい。
　上記の通り発表者を募ったところ、３人の方に手を挙げていただきました。
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１．「プルーストを読んで気がついたこと」（福原　和一　様）
２．「生涯学習に「卒業」はない：「わからない」ことに気づくこと、
　　ハマることはいいこと」（小善　英男　様）
３．「激動と混迷の時代こそ発展、創造の芽がある」（堀江　耕一　様）
　どなたの発表も力がこもり、盛況のうちに閉会となりました。ご発表を担当された３人の皆さま
には、厚く御礼を申し上げます。
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Ⅱ　富山大学生涯学習セミナー 2015
　大学とはどんな学びの場所なのか？　そんな素朴な疑問にこたえるため、このセミナーが企画さ
れました。富山とはどんなところか？（第１回）そして富山大学とはどんなところなのか？（第２
回）ということを概観しつつ、ワークショップ形式で現代社会における学びの重要性、学んだこと
を活かすことの重要性について考える機会を提供しました（第３回・第４回）。
〈呼びかけ〉
　このたび、本学生涯学習部門では、以前開催した熟議やワークショップでの要望にこたえ、
「富山大学生涯学習セミナー」を開催することになりました。「日頃の学習活動の中で学んだこ
とをどう活かすか？」という、「生涯学習成果の活用」を学び、実践するための講座です。皆
さまの活躍の場である現在の富山を知る、生涯学習機会を提供している富山大学を知る、生涯
学習の成果を具体化する方向性を講師と一緒に考えてみるセミナーです。
…　参加希望の方は、裏面の参加申込書に必要事項をご記入の上、メール、FAX、郵送又は窓
口にてお申し込みください。
…　皆さまの積極的なご参加をお待ちしております。
…
■ 対象：一般市民
■ 会場：富山大学地域連携推進機構　生涯学習部門第１学習室ほか
■ スケジュール
・11 月２日（月）：公共交通を軸としたコンパクトなまちづくり
　（富山市都市整備部都市政策課　高田秀昭氏）
…・11 月 17 日（火）：学びの場としての富山大学を知る
　（大学内散策、ヘルン文庫訪問、学食体験、災害対策プラザ訪問）
…・12 月 11 日（金）：学んだことを活かそう①
　（徳島大学大学開放実践センター長・教授　馬場…祐次朗氏）
…・１月 18 日（月）：学んだことを活かそう②
　（富山大学生涯学習部門副部門長・教授　藤田公仁子氏）
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Ⅲ　富山大学生涯学習ワークショップ
　　高いレジリエンス：私たち市民は何を考え、何をなすべきか？
　現代はどんな時代なのか——個人主義・個人化が高度に発達し、地域社会からの「脱埋め込み」
（Ａ．ギデンズ）が進んだ今日、「地域」という居住単位への活動期待が大きく揺らいでいることは
否めない事実です。そうした中、3.11 以後関心が高まっている防災問題へどう取り組めばよいので
しょうか。地域の高いレジリエンスを達成するためには、(1) 一方で災害経験の「風化」を食い止め、
災害時の実践的な知識や経験を積む地道な取り組みを広げつつ、(2) 他方では人びとの個々バラバ
ラな生活状態に再考を促し、コミュニティへの信頼、ネットワーク、社会関係資本の活性化を目指
した取り組みも不可欠であるように思われます。このたびのワークショップは、その第１歩として
位置づけられる取り組みです。
〈呼びかけ〉
　今日の日本は、自然災害によるリスクについて真っ正面から向き合う時代に直面しています。
災害がもたらす甚大な影響に対する懸念は、東日本大震災以後において顕著に高まっています。
…　富山において起こりうる自然災害とはどのようなものが考えられるのか、もし災害が起き
たらどうすれば復旧にこぎつけることができるのか、レジリエンス、すなわちしなやかで強
靱な回復・復興力を備えたまちづくりのためにどういうビジョンを描けばよいのか。本ワーク
ショップの中核には、これらの問いにどうこたえていくのか、というテーマを含みます。災害
について学び、考え、交流し、まちづくりの第一歩を踏み出すのは、まさしくあなた自身です。
実りある議論を展開していきましょう。
…
■ 日時：2016 年 2 月 20 日（土）13:30 〜 16:00
■ 場所：富山大学生涯学習部門第１学習室
■ 話題提供：「富山における災害とその対策」
　 北陸地方整備局富山河川国道事務所副所長　齋藤　充　氏
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〈グループごとに発表〉
○　グループ討議で、どんなことにみんなが不安を持っているのか、ということからはじまりまし
て、防災の意識って、ちゃんとみんな持っているのか。形はあるけど中身は無いような感じに
なっているところが、一番の不安。あと、老人の方。認知症をお持ちだったりとか、身体的に
もリスクをお持ちの方がどのように避難したらいいのか。現場のことを把握されているのか、
というところ。
○　地域のことと災害のこと、２点に絞りました。少子化・高齢化が進んでおりまして、なかなか
ネットワークの構築がしにくいと。特に日中若い方が勤めに出ているときに災害があった場合
の案内、救助が難しいんじゃないか。また、個人情報の問題がネックになっておりまして、介
助が必要な方の救助ができない心配もある。
○　各町内自主防災会がありますけど、災害によっては隣の町内に避難しなくてはならないことも
あり、隣の町内とうまく連携がとれていないと、避難がしにくいんじゃないか。水害について
は時間的な余裕があるんで心配ないということでしたので、何が一番心配かというとやはり地
震。その次に台風。この２点が話題にあがりました。避難場所が小学校だったり中学校だった
りするわけですけど、現在学校に備蓄品がありません。毛布もなければ食料も水もありません。
避難してどうやってそこで過ごすのか。市や県の財政で備蓄品をお願いしたい。
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○　まず、皆さん大きな災害は経験されていない、というところから始まりまして、いくつかキー
ワードを書き出していただきました。まずは地域のネットワークが大事だと。色んな年齢構成
がありますが、新しい住宅・団地では働いておられる方が多くて、土日も集まる機会が少ない
と。ある程度コミュニティがしっかりしているところでも、世代によって、若い方と前からい
らっしゃる方との結びつきが弱い。若い方を取り込んで、いろんな活動をしていく必要もある。
○　自主防災活動のマンネリ化があり、そもそも自主防災会がない、全然活動していないというと
ころもある。訓練も毎年やってるんですけど、毎年同じような訓練で、半分つきあいだけで参
加しているというところも問題点としてあげられました。
○　超高齢社会への対応ということで、今は自分たちで避難できても、十年後、本当に避難できる
のかと。ちゃんとまわりが支えてくれるような形になるか心配であるということがあげられま
した。
